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中島たみ子 ･矢沖 仲 ･古川 研
(群馬大 ･医)
霊長塀におけるABH抗原は赤血球や各臓器中
に分布しており.,進化別に抗原の発現性を異にし
ていた｡また,これまでにサル血清中には0型ヒ
ト血球を受容体とした型変換法によりA及びB型
合成酵素が存在すること,更にphenylβ-D-一
galactoside(PβGal)を受容体としたFucoseの取
り込みからH合成酵素が存在していることをそれ
ぞれ証明した｡今回は更に多数のサル血清中の
ABH合成酵素生活性を測定すると共に,H合成
酵素の性状について調べた｡サル血清中のA及び
B合成酵素は原故や新旧世界ザルではヒトの
A2-Aint,Bw～Bintの泣きに相当し,類人猿では
ほぼAやBのintermediateの強さに一致してい
た｡また,0型のブタオザル血球を受容体とし.
AやB型のサル及びヒト血桁を酵素源とした型変
換から,0型のブタオザルはAやB型に型変換す
ることが証明され,サルのABH抗原の化学榊迫
はヒトのものと頒似しており,ヒトと同様の合成
系路によって産生されることが推測された｡H合
成酵素活性は原泣く新世界ザル<旧世界ザル<摂
人猿の順に増強していることが確認された｡頼人
猿では,チンパンジーの一部とオランウータンが
ヒトと同程度の辞索活性を示し,シロテ及びアジ
ルテナガザルではヒトの1.7-2.8倍強い酵素活性
を示した｡シロテテナガザルとヒトのⅡ合成酵素
の反応性を比較すると,シロテテナガザルは基質
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